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 ４月 30 日に錦糸公園野球場の落成記念式典が開か

れ、少年時代に同公園でプレーしたこともある名誉区民

の王貞治氏も出席されました。 

 錦糸公園野球場は、墨田区で初の人工芝が整備され、

バックネット裏の記念碑には、王氏が一本足打法で構え

た時と同じ角度でバットが配置されています。 

 

 また、王氏のご厚志により読売巨人軍から２１５冊の

本の寄贈を受け、昨年９月、区立あずま図書館に『王貞

治寄贈コーナー』を開設することができたことに対し、

この日出席された王氏に山﨑昇区長から感謝状が贈呈

されました。 

 

墨田区立図書館ウェブサイト内にあるＷｅｂギャラリー「すみだの町々」ですみだ

の郷土のデジタル写真が閲覧できます。 
これは、すみだ郷土文化資料館と墨田区立図書館で所蔵する写真、フィルム、紙資

料等を劣化防止のため、長期保存に耐え得るようにデジタル処理を施し、図書館のウ
ェブサイトで閲覧できるようにしたものです。 

 
地域別、年代別及びマップから資料を検索できますので、ぜひ一度ご覧になってく

ださい。 
 
 
 
 
 

 
 

これらの資料のご利用については、「画像データの利用について」をお読みの上、所
蔵先にお問合せください。 

 

 

         

  

 

【1965年頃の墨田区役所 旧第一庁舎】     【1965年頃の北十間川十間橋と柳橋】 



館 名 今月の特集コーナー 

一般書：「テレビドラマを読む」 
あずま図書館 

児童書：「むし」 窓ぎわの児童書：「王子さま・お姫さま」 

一般書：「今だからこそ『詩』をどうぞ」     
緑図書館 

ヤングアダルト〔Y・Ａ〕：「なるには、どうする？希望への道」 

寺島図書館 児童室１：「水辺の小動物」 児童室２：「生きもの」 

一般書：「涼感・爽感～生活の知恵を学び節電・節約に努めよう!～」 

児童書：「星座（星・天文）」 立花図書館 

えほんのひろば：「あおのせかい」 

一般書：文学「泣きたいときもある。」「体を動かそう！」 
八広図書館 

児童書：「おとうさん・おかあさん」 

東駒形コミュニティ 一般書：「上を向いて歩こう」 

    会館図書室 児童書：「わらえるはなし」「なかよしおやこ」 

梅若橋コミュニティ 一般書：「緑のある風景」  

会館図書室 児童書：「雨のふる日は・・・」 

横川コミュニティ 一般特集 1：「このミステリーがすごい！」 一般特集２：「The Earth」 

    会館図書室 児童特集：「おとうさん」「雨のえほん」 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

順位 書名 著者 予約数 

1 謎解きはディナーのあとで 東川篤哉著 398 

2 
もし高校野球の女子マネージャーがドラッカーの『マネ

ジメント』を読んだら 
岩崎夏海著 348 

3 麒麟の翼 東野圭吾著 326 

4 ＫＡＧＥＲＯＵ 齋藤智裕著 320 

5 1Q84－ａ ｎｏｖｅｌ－ＢＯＯＫ3 村上春樹著 285 

6 カッコウの卵は誰のもの 東野圭吾著 192 

7 花の鎖 湊かなえ著 187 

８ プラチナデータ 東野圭吾著 186 

８ 夜行観覧車 湊かなえ著 186 

10 小暮写眞館 宮部みゆき著 178 

 

  
書名 著者名 出版社 請求記号 

黄金（きん）の騎士団 井上ひさし著 講談社 Ｆ いのうえ 

サトリ （上・下） ドン・ウィンズロウ著  早川書房 Ｇ ウィンズ 

ニッポン時空写真館１９３０－２０１０ 二村正之著   誠文堂新光社 210.7 ニ 

城あるきのススメ 春風亭昇太著 小学館 291.09  シ 

ドラッカーのマネジメントがマンガで３時間でわかる本 津田太愚著 明日香出版社 336.0  ツ 

東日本大震災 
報道写真全記録２０１１．３．１１－４．１１ 

朝日新聞社著 朝日新聞出版 369.3 ア 

お母さんのための放射線防護知識 高田純著 医療科学社 539.9 タ 

親子で行けるおいしい工場見学！  キョーハンブックス 588.0 キ 

３０代でお店をはじめました。 
―女性オーナー１７人ができるまで 

田川ミユ編・著 雷鳥社 673.0 タ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

緑図書館（すみだ文化講座）と 資料展【６月】 

すみだ文化講座 142 

「すみだの境界変遷」 

講師：松島茂 

日時：6 月 19 日（日） 午後２時～４時 

場所：緑図書館３階学習室【予定】 

資料展 

「すみだの変遷地図資料展」 

ミニ資料展 

「墨田区出身の版画家 宮下登喜雄」 

期間：6 月 11 日（土）～26 日（日） 

場所：緑図書館１階展示コーナー、3 階ミニ展示コーナー 

書
物
を
読
ん
で
考
え
を
め
ぐ
ら
せ
、
詩
歌
を
つ
く
っ
て
憂
鬱
を

は
ら
し
、
こ
ま
か
な
子
孫
の
こ
と
な
ど
思
わ
ず
、
ゆ
っ
た
り
と 

す
ご
し
た
い
」
と
い
う
心
境
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

忠
震
は
イ
ギ
リ
ス
宣
教
師
が
上
海
で
出
版
し
た
『
地
理
全
史
』

を
安
政
５
年
か
ら
６
年
に
か
け
て
自
費
翻
刻
し
て
い
ま
す
。
左

遷
さ
れ
、
蟄
居
を
命
じ
ら
れ
た
時
期
で
あ
り
、
世
界
事
情
を
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
明
治
26
年
冬
、
幸
田
露
伴
は
岐
雲
園
に
仮
寓
し
て
い
ま
す
。

「
家
は
普
通
の
二
階
家
だ
が
庭
が
広
く
潮
入
り
の
池
が
あ
り
、

梨
畑
も
あ
っ
た
。
敷
地
は
五
百
坪
余
で
あ
る
。
」
（『
「
折
々
草
」:

幸
田
露
伴
（
上
）』
塩
谷
賛
）
と
あ
る
よ
う
に
、
見
事
な
庭
が
あ

っ
た
よ
う
で
す
。
岩
瀬
忠
震
に
つ
い
て
は
、
共
に
幕
閣
に
あ
っ

て
幕
末
を
生
き
た
勝
海
舟
や
栗
本
鋤
雲
も
賛
辞
を
お
し
み
ま
せ

ん
で
し
た
。
墓
所
は
雑
司
ヶ
谷
墓
地
に
あ
り
永
井
荷
風
の
墓
の

斜
め
向
か
い
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
真
津
志
麻
記
） 

 

＊
参
考 

『
岩
瀬
忠
震
―
日
本
を
開
国
さ
せ
た
外
交
家
―
』 

資
料
ＩＤ:

８
１
０
２
２
２
６
５ 

『
岩
瀬
忠
震
―
横
浜
開
港
之
主
唱
者
―
』 

 
 

資
料
ＩＤ:

１
１
１
８
１
１
５
２ 

『
勝
海
舟
全
集
別
巻
２
』 

 
 

資
料
ＩＤ:

１
１
２
３
２
３
７
５
３ 

『
匏
庵
遺
稿
』 

 
 

資
料
ＩＤ:

１
１
１
８
６
７
６
２ 

黒
船
来
航
以
来
諸
外
国
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
た
幕
府
に
あ
っ

て
、
も
っ
ぱ
ら
外
国
と
の
交
渉
に
あ
た
っ
た
の
は
岩
瀬
忠
震
で

し
た
。
明
治
に
な
っ
て
岩
倉
使
節
団
が
ア
メ
リ
カ
で
ハ
リ
ス
に

会
っ
た
と
き
、
ハ
リ
ス
は
、「
岩
瀬
に
は
度
々
条
約
を
改
め
さ
せ

ら
れ
、
そ
の
才
器
に
恐
れ
入
っ
た
」
と
の
談
話
を
残
し
て
い
ま

す
。 岩

瀬
忠
震
は
旗
本
設
楽
貞
丈
の
三
男
と
し
て
文
政
元
（
１
８

１
８
）
年
11
月
21
日
に
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
母
は
幕
府
に
昌
平

坂
学
問
所
の
幕
府
直
轄
を
進
言
し
た
儒
者
林
述
斎
の
子
で
す
か

ら
、
忠
震
は
述
斎
の
外
孫
に
な
り
ま
す
。
天
保
11
（
１
８
４
０
）

年
に
旗
本
岩
瀬
忠
正
の
養
子
と
な
り
、
そ
の
長
女
と
結
婚
し
て

い
ま
す
。
嘉
永
２
（
１
８
４
９
）
年
、
昌
平
校
で
の
成
績
が
優

秀
だ
っ
た
の
で
西
ノ
丸
の
小
性
組
に
入
り
切
米
三
百
俵
を
下
さ

れ
ま
す
。
昌
平
校
の
教
授
な
ど
を
経
て
嘉
永
７
（
１
８
５
４
）

年
、
忠
震
は
御
目
付
に
抜
擢
さ
れ
、
海
防
掛
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。

ペ
リ
ー
の
再
来
航
に
備
え
て
の
抜
擢
で
す
。
こ
の
時
の
老
中
阿

部
正
弘
は
次
々
と
人
材
を
登
用
し
ま
す
。
共
に
外
交
に
あ
た
っ

た
永
井
尚
志
や
川
路
聖
謨
、
お
台
場
や
大
砲
を
造
っ
た
江
川
太

郎
左
衛
門
も
抜
擢
さ
れ
た
ひ
と
り
で
す
。
勝
海
舟
も
忠
震
の
推

挙
で
登
用
さ
れ
活
躍
の
舞
台
を
得
て
い
ま
す
。 

忠
震
は
外
交
の
第
一
人
者
と
し
て
誰
も
が
認
め
て
い
ま
し
た

が
、
大
老
に
井
伊
直
弼
が
就
任
す
る
と
各
国
と
の
条
約
調
印
後

に
左
遷
さ
れ
、
さ
ら
に
蟄
居
の
命
が
下
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
と
の
条
約
締
結
の
勅
許
が
下
り
な
い
と
い
う
想

定
外
の
事
態
と
同
時
に
将
軍
継
承
問
題
が
起
こ
り
、
一
橋
家
の

慶
喜
を
推
し
た
老
中
堀
田
正
睦
や
川
路
聖
謨
ら
に
続
い
て
責

め
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
橋
本
左
内
も
開
国
に
向
け

忠
震
と
共
に
働
い
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
将
軍
の
心
身
を
不
安

視
し
、
「
英
明
」
と
い
わ
れ
た
一
橋
家
の
慶
喜
を
擁
立
し
よ
う

と
す
る
島
津
斉
彬
や
松
平
春
岳
ら
有
力
大
名
と
共
に
、
開
国
を

進
め
る
海
防
掛
目
付
た
る
忠
震
、
川
路
ら
も
一
橋
派
と
見
な
さ

れ
ま
し
た
。
開
国
を
遅
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
た
保
守
派
の
代
表

で
あ
る
大
老
井
伊
直
弼
は
ま
だ
７
歳
で
あ
っ
た
紀
州
の
慶
福

（
の
ち
の
14
代
将
軍
徳
川
家
茂
）
を
擁
立
し
、
反
対
派
を
粛

正
し
た
の
で
す
。 

安
政
６
（
１
８
５
９
）
年
８
月
蟄
居
を
命
じ
ら
れ
た
忠
震
は
、

別
荘
岐
雲
園
に
隠
棲
し
ま
す
（
現:

墨
田
１
－
４
）。
号
も
鴎
所

と
し
、
文
久
元
（
１
８
６
１
）
年
7
月
11
日
、
岐
雲
園
で
亡

く
な
る
ま
で
晩
年
を
向
島
で
過
ご
し
ま
し
た
。
享
年
44
歳
で

し
た
。
今
か
ら
１
５
０
年
前
に
な
り
ま
す
。
忠
震
と
は
親
友
だ

っ
た
永
井
尚
志
は
勝
海
舟
と
相
談
し
て
明
治
９
年
に
岐
雲
園

を
買
い
取
っ
て
住
み
、
園
内
に
忠
震
の
霊
を
弔
う
祠
を
ま
つ
っ

て
供
養
し
ま
し
た
。
明
治
24
年
に
尚
志
は
没
し
て
い
ま
す
。

明
治
16
年
に
向
島
白
鬚
神
社
境
内
に
建
っ
た
「
岩
瀬
鴎
所
君

之
墓
碑
」
の
文
と
書
は
永
井
尚
志
の
も
の
で
す
。
そ
の
文
に
よ

る
と
、
向
島
で
の
暮
ら
し
は
「
人
と
自
由
に
交
際
す
る
事
を
許

さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
世
に
出
る
こ
と
は
考
え
ず
、
ま
す
ま
す

 

 

岩
瀬
忠
震
没
後
１
５
０
年 

 

な
お
ゆ
き 

 
  

と
し
あ
き
ら 

し
た
ら 

さ
だ
と
も 

 

【
岐
雲
園
と
伝
わ
る
写
真 

（
提
供
）
高
橋
氏
】 

い
わ
せ 
た
だ
な
り 

 

じ
ゅ
っ
さ
い 

ち
っ
き
ょ 

ま
さ
よ
し 

 

よ
し
と
み 

 

お
う
し
ょ 

 

か
ぐ
う 

 

お
り
お
り
ぐ
さ 

 

し
お
た
に 

さ
ん 

じ
ょ
う
ん 

か
い
ぼ
う
が
か
り 

ち
ょ
っ
き
ょ 

 

な
り
あ
き
ら 

 
 

し
ゅ
ん
が
く 

 

い
わ
せ
お
う
し
ょ
く
ん 

 

の
ぼ
ひ 



 
 
 
 
 
 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

１ ２ ３ ４ 
東「おはなしれっし

ゃ」10：30～ 

緑「小さい子どもの

た め の お は な し

会」10：30～ 

横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

八「おはなしとあそ

びのじかん」 

10：30～ 

寺 「 おは な し 会 」

11：00～ 

立 「 おは な し 会 」

14：00～ 

東「おはなしのもり」

15：00～ 

梅「おはなし会」 

 

あずま特別整理 あずま特別整理 あずま特別整理 15：00～ 

５ ６ ７ ８ ９ 10 11 
  

 
東・梅・横 

 
コミュニティ 

 
図書室休館 

 八「おひざでえほ

ん」11：00～ 

♪緑「こうさく会」

15：15～ 

 横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

八「おはなしとあそ

びのじかん」 

10：30～ 

あ「あそびとおはな

し会」11：00～ 

寺 「 おは な し 会 」

11：00～ 

立 「 おは な し 会 」

14：00～ 

 
寺島特別整理 寺島特別整理 寺島特別整理 寺島特別整理 寺島特別整理 

梅 「 おは な し 会 」

15：00～ 

12 13 14 15 16 17 18 
   あ「おはなしのじか

ん」15：15～ 

緑「おはなしのへ

や」15：15～ 

 
 

館内整理日 
 
 

全館休館 

 八「おはなしとあそ

びのじかん」 

10：30～ 

立 「 おは な し 会 」

14：00～ 

梅 「 おは な し 会 」

15：00～ 

梅、横コミ特別整理 梅、横コミ特別整理 梅、横コミ特別整理 梅、横コミ特別整理  梅、横コミ特別整理 
 

19 20 21 22 23 24 25 
あ「小さい子どもの

た め の お は な し

会」11：00～ 

★緑「すみだ文化講

座」14：00～ 

  ♪あ「こうさく会」

15：15～ 

 横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

八「おはなしひろ

ば」 

10：30～ 

立「おはなし会」

14：00～ 

梅「おはなし会」

15：00～ 

 立花特別整理 立花特別整理 立花特別整理 立花特別整理 立花特別整理  

26 27 28 29 30 
  寺「おひざでえほ

ん」10：30～ 

  

 女性Ｃ特別整理 女性Ｃ特別整理   

 

 
●あずま図書館 

文花 1-19-1 

電話：3612-6048 

●緑図書館 

緑 2-24-5 

電話：3631-4621 

●寺島図書館 

東向島 3-34-4 

電話：3611-4610 

●立花図書館 

立花 6-8-1-101 

電話：3618-2620 

●八広図書館 

八広 5-10-1-104 

電話：3616-0846 

●梅若橋コミュニティ 

会館図書室 

堤通２－９－１ 

電話：3616-1101 

●横川コミュニティ 

会館図書室 

横川５－９－１ 

電話：5608-4500 

●東駒形コミュニティ 

会館図書室 

東駒形 4－14－1 

電話：3623-1141 

●すみだ女性センター 

押上 2-12-7-111 

電話：5608-1771 

【 開 館 時 間 】    火曜日～土曜日・・・・・・9：00～20：00 
日曜日・月曜日・祝日・・・9：00～17：00 

☆コミュニティ会館図書室は、月曜日の開館時間が 9：00～20：00 です。 

【休  館  日】    館内整理日《毎月第３木曜日（祝日にあたる場合は翌日）》、年末年始 

☆コミュニティ会館図書室は、毎月第１月曜日も休館日です。 

♪8 日（水曜日）の緑図書館の「こうさく会」は『ダン

ボールでつくろう』です。 

♪２2 日（水曜日）のあずま図書館の「こうさく会」は

『たなばたのかざりを つくろう』です。 

★１９日（日曜日）の緑図書館の「すみだ文化講座」は、

一般向けの行事です。   

☆行事の詳細は、各館に直接お問い合わせください。  

  

編集後記：新学期・新年度が始まって、あっという間に１か月が過ぎました。そろそろ新しい環境にも慣れ、緊張もやわらいだ頃でしょうか。休日のリラック

スタイムに、ぜひ図書館をご利用下さい。たくさんの本や情報が皆様をお待ちしております。 


